
よいしょ！よいしょ！
　十和田地区後厄祓実行委員会主催の「豆まきパレード」が 2 月
5 日～ 6 日に十和田地区で開催され、「どんど焼き」会場では餅つ
きが行われました。（関連記事は 14 ページ） 
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施
政
方
針
・
教
育
執
行
方
針

活
力
や
賑
わ
い
を
生
む
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

鹿角を元気にする施策・事業を着実に推進し、
次なるステージを目指す

「笑顔がつながり活力を生むまち・鹿角」の実現に向け、
経営戦略の視点で 8 つの重点プロジェクトを推進し、
市民が安心して暮らせるまちづくりを目指して、
戦略的かつ重点的に施策を展開します。

第 6 次総合計画後期基本計画の 2 年目

　

平
成
29
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
で
の
、
児
玉
市
長
の

「
施
政
方
針
」と
、畠
山
教
育
長
の「
教
育
執
行
方
針
」か
ら
、

本
市
が
目
指
す
方
向
性
と
平
成
29
年
度
の
取
り
組
み
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

就
農
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
を

強
化
し
、
新
規
就
農
か
ら
営
農
定
着

ま
で
を
き
め
細
か
く
支
援
す
る
と
と

も
に
、
農
業
農
村
支
援
機
構
を
核
と

し
た
経
営
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
拡
充
さ

せ
、
意
欲
あ
る
担
い
手
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、「
農
業
構
造
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
着
実
な
実
行
と
、
地
域
内
の

連
携
強
化
に
よ
り
、
販
売
重
視
型
農

業
や
６
次
産
業
化
な
ど
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
の
高
度
化

に
挑
戦
す
る
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

米
づ
く
り
の
低
コ
ス
ト
化
や
主
食

用
米
か
ら
非
主
食
用
米
へ
の
転
換
、

野
菜
や
花
き
の
作
付
を
奨
励
し
、
新

た
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
育
成
な
ど

を
支
援
し
て
、
複
合
経
営
が
盛
ん
な

本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
、
力
強
い

農
業
を
実
現
し
ま
す
。

　
「
淡
雪
こ
ま
ち
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド

米
と
し
て
の
付
加
価
値
を
さ
ら
に
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
特
別
栽
培
米
の
作

付
を
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
「
か
づ
の
北
限
の
桃
」
は
、
作
付

面
積
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

果
樹
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化

す
る
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
改
良
や
予
防

接
種
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
か

づ
の
牛
に
つ
い
て
は
、
健
康
的
な
飼

育
方
法
や
優
れ
た
肉
質
な
ど
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
増
頭
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
・
農
村
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図

る
た
め
、
農
村
集
落
活
動
の
活
性
化

や
農
村
環
境
の
保
全
と
機
能
向
上
に

対
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

ほ
か
、
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
を
拠
点

と
し
た
取
り
組
み
等
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
域
内
取
引
の
確
立
と
事
業

の
高
度
化
や
設
備
投
資
に
対
す
る
支

援
を
拡
充
し
、
営
業
力
強
化
と
地
場

企
業
の
成
長
を
促
す
と
と
も
に
、
交

通
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
に
産
業
団

地
を
形
成
し
、
積
極
的
な
企
業
誘
致

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
農
商
工
観
連
携
に
よ
る
名
産

品
や
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
開
発

販
売
を
支
援
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
な
が
ら
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

雇
用
の
安
定
に
つ
い
て
は
、
地
元

高
校
生
や
大
学
生
、
Ａ
タ
ー
ン
登
録

者
に
対
し
、
企
業
概
要
や
従
業
員
の

コ
メ
ン
ト
を
収
録
し
た
動
画
や
カ
タ

ロ
グ
等
を
活
用
し
て
、
企
業
情
報
や

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元

就
業
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
や
空
き
店

舗
に
関
す
る
情
報
発
信
を
強
化
す
る

　
「
観
光
産
業
確
立
計
画
」
を
推
進

し
な
が
ら
、
市
内
観
光
事
業
者
の
企

画
力
と
営
業
力
を
高
め
る
取
り
組
み

を
支
援
し
、
他
地
域
か
ら
も
目
標
と

さ
れ
る
観
光
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構

築
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
が
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
よ
う
な
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
成
し
、

大
手
旅
行
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
提
携
し

た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
へ
の
誘

客
に
つ
い
て
は
、
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、十
和
田・

八
幡
平
両
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

の
拡
充
や
、
登
山
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
す
る
な
ど
、
本
市
の
自
然
を

満
喫
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
花
輪
ば
や
し
を
首

都
圏
で
披
露
す
る
な
ど
、
大
日
堂
舞

楽
を
含
め
、
２
つ
の
無
形
文
化
遺
産

を
有
す
る
利
点
を
最
大
限
に
生
か
す

と
と
も
に
、
同
時
登
録
と
な
っ
た
県

内
３
市
の
連
携
を
進
め
、
誘
客
拡
大

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

外
国
人
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
台

湾
か
ら
の
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
る
た

め
、
新
た
に
花
巻
空
港
を
基
点
と
し

た
周
遊
ル
ー
ト
と
ア
ク
セ
ス
構
築
に

取
り
組
む
ほ
か
、
引
き
続
き
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
す
。

　

大
湯
温
泉
地
区
観
光
拠
点
整
備
は
、

平
成
30
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
葛
飾

区
と
の
交
流
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
学
等
の
調
査
研
究

に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
本
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
認
定
事
業
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
新

た
に
高
校
生
の
自
由
な
発
想
と
同
世

代
へ
の
情
報
拡
散
力
を
生
か
し
た
Ｐ

Ｒ
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
本
市
の
認
知

度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄

附
を
新
年
度
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
多
く
の
方
々
か
ら
応
援
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

観
光
の
振
興
・
地
域
間
交
流

の
推
進
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ユネスコ無形文化遺産と
なった花輪ばやし

　

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
と
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
最
終
年
度

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

計
画
達
成
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、

次
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

地
域
の
将
来
動
向
を
見
据
え
、
医

療
・
介
護
連
携
の
た
め
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
介
護
予
防
活
動
、

認
知
症
総
合
支
援
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
ほ
か
、
４
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
に

大
湯
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
、
市
民
の
健
康
と
高
齢
者
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ベ
ビ
ー
祝
い

金
や
所
得
に
応
じ
た
第
二
子
以
降
の

保
育
料
無
料
化
を
継
続
す
る
ほ
か
、

結
婚
・
子
育
て
支
援
制
度
の
要
件
を

見
直
し
、
若
者
や
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
緩
和
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
自
立
相

談
支
援
事
業
に
よ
る
就
労
や
家
計
管

理
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を
継
続
し
、

生
活
困
窮
者
の
自
立
促
進
を
図
り
ま

す
。

　

死
亡
率
が
高
い
胃
が
ん
と
大
腸
が

ん
の
検
診
を
無
料
と
す
る
ほ
か
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、
30
代
の

国
保
加
入
者
お
よ
び
社
会
保
険
の
被

扶
養
者
を
対
象
と
し
た
健
診
な
ど
、

若
い
世
代
に
受
診
機
会
を
提
供
し
、

将
来
の
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
や
医
療
に
関
す
る
24

時
間
の
無
料
相
談
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
お
け
る
市

民
の
不
安
解
消
や
、
不
要
不
急
の
受

診
等
の
抑
制
、
医
療
現
場
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
医
師
修
学
資
金
貸
与

制
度
を
継
続
し
、
将
来
本
市
で
医
師

と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
努

め
る
ほ
か
、
三
次
救
急
医
療
機
関
へ

の
搬
送
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、

東
北
自
動
車
道
上
り
線
へ
の
緊
急
流

入
路
の
整
備
を
進
め
、
平
成
29
年
秋

頃
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

福
祉
施
策
の
充
実

健
康
と
医
療
の
充
実
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地
域
交
通
の
充
実
を
図
る
た
め
、

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
道

路
橋
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ

き
、
中
川
原
橋
の
架
け
替
え
工
事
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
定
期
点
検
な

ど
を
実
施
し
、
安
全
安
心
な
道
路
交

通
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
街
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
鹿
角

花
輪
駅
前
広
場
の
整
備
に
向
け
、
実

施
設
計
や
用
地
測
量
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
毛

馬
内
住
宅
の
整
備
に
向
け
、
基
本
計

画
に
基
づ
い
た
造
成
設
計
や
用
地
取

得
の
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

や
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
、
居
住
環
境
の
向
上
と

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
一
部
地
域
に

お
い
て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
た

め
、
民
設
民
営
方
式
に
よ
る
光
通
信

網
整
備
を
支
援
し
、
市
内
の
情
報
通

信
の
利
用
格
差
の
是
正
を
図
り
ま
す
。

　

小
豆
沢
地
区
の
拡
張
工
事
を
継
続

す
る
ほ
か
、
高
屋
地
区
の
配
水
管
拡

張
工
事
に
着
手
し
、
上
水
道
未
普
及

地
域
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
を
上
水
道

事
業
に
経
営
統
合
し
、
効
率
的
な
経

営
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
興
味
関
心
を
抱
く
魅

力
あ
る
指
導
方
法
の
工
夫
な
ど
を
行

い
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

い
じ
め
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
教
育
相
談
を
充

実
し
、
一
人
一
人
の
居
場
所
が
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
支
援
地
域
本
部
を
核

と
し
た
地
域
の
教
育
力
の
活
用
に
よ

り
、
学
校
教
育
の
多
様
性
を
広
げ
る

ほ
か
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
幼

保
小
中
連
携
に
よ
る
校
種
間
の
連
続

性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
進
学
に
伴

う
児
童
生
徒
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減

し
、
快
適
な
学
校
生
活
を
送
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、「
鹿
角
市
立
学
校
等
再
編
計
画
」

に
沿
っ
て
、
引
き
続
き
、
学
校
の
適

正
配
置
、
適
正
規
模
化
を
進
め
、
統

合
後
に
利
用
す
る
学
校
施
設
の
改
修

事
業
に
も
着
手
す
る
ほ
か
、
年
次
計

画
に
基
づ
き
、
学
校
給
食
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
人
一
人
を
生
か
す

教
育
を
充
実
さ
せ
、
児
童
生
徒
お
よ

び
保
護
者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た

め
に
、
新
た
に
就
学
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
円
滑
な
就
学

を
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
主
体
と
な
る
人
材
を

育
成
す
る
講
座
を
開
設
し
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
学
習
機
会
の
充

実
と
、
学
習
成
果
を
生
か
し
た
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
と
学
び
に
つ

い
て
は
、
学
校・家
庭・地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
成
長
を
地
域

で
支
援
す
る
地
域
教
育
力
を
向
上
さ

せ
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
へ
の
学
習
機
会
を

拡
充
し
、
家
庭
教
育
支
援
体
制
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

に
よ
る
多
様
な
学
習
活
動
を
支
え
、

学
習
を
通
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
向
け
て
、

地
域
特
性
や
世
代
に
対
応
し
た
学
習

活
動
を
支
え
、
体
験
活
動
や
地
域
と

の
交
流
活
動
、
地
域
の
歴
史
文
化
の

学
習
を
通
じ
て
、
将
来
の
地
域
社
会

を
担
う
主
役
と
し
て
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
タ
ー
ト
ル
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
、
市
民
誰
も
が
体
力
や

年
齢
に
応
じ
て
気
軽
に
親
し
め
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
健
康
づ
く

り
に
対
す
る
市
民
意
識
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　
「
ス
キ
ー
と
駅
伝
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
お
い
て
は
、
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
全

国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
の
誘
致
を
継

続
し
て
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
小
学
校

の
野
球
と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
部
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
移

行
さ
れ
ま
す
の
で
、
指
導
者
を
確
保

し
、
指
導
体
制
を
確
立
さ
せ
、
保
護

者
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
が
一
体
と

な
り
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　

東
山
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
積

極
的
に
施
設
を
活
用
し
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
統
廃
合
も
含
め
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
や
用
具
等

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
鹿
角
の
優
れ
た
芸
術
文

化
や
、
郷
土
の
伝
統
芸
能
・
文
化
に

ふ
れ
あ
う
機
会
を
創
出
す
る
ほ
か
、

芸
術
文
化
団
体
等
の
多
彩
な
活
動
を

支
援
し
、
コ
モ
ッ
セ
を
中
核
と
し
た

賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
、

歴
史
や
民
俗
資
料
の
調
査
研
究
を
進

め
る
ほ
か
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
開

設
な
ど
、
文
化
財
の
展
示
や
学
習
の

機
会
を
創
出
し
、
保
護
保
存
に
向
け

た
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
史
跡
大
湯
環
状
列
石

に
つ
い
て
は
、
４
道
県
並
び
に
関
連

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、「
北
海

道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
と
し

て
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
自
治

会
元
気
づ
く
り
応
援
補
助
金
や
自
治

会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
応
援
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
集
落

支
援
員
を
配
置
し
、
集
落
の
課
題
整

理
や
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
、
自
治

会
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
シ
ョ
プ
ロ
ン
市

と
の
交
流
発
展
に
向
け
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
、
本
市
が
ハ

ン
ガ
リ
ー
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
登
録
さ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
、

平
成
30
年
度
以
降
の
交
流
の
深
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

移
住
希
望
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

や
メ
デ
ィ
ア
等
を
積
極
的
に
活
用
し

た
情
報
発
信
が
奏
功
し
、
移
住
者
が

増
え
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、
相

談
窓
口
の
機
能
強
化
と
と
も
に
定
住

に
向
け
た
支
援
制
度
を
拡
充
し
、
移

住
か
ら
定
住
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
進
め
ま
す
。

　
「
空
き
家
等
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
て
「
空
き
家
等
対
策
計
画
」
の

策
定
を
行
い
、
空
き
家
等
の
適
正
管

理
の
推
進
や
発
生
の
抑
制
、
利
活
用

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

水
道
水
の
安
定
供
給

空
き
家
等
の
適
正
管
理

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

国
際
交
流
の
推
進

移
住
と
定
住
の
促
進

学
校
教
育
の
充
実

芸
術
・
文
化
の
振
興

生
涯
学
習
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

移住ツアーで本市の魅力を体感

ショプロンとの交流をさらに充実

全文はホーム
ページで公開
しています。

ht tp ://www.
ci ty.kazuno.
akita.jp/

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

参
加
と
連
携
を
促
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

教
育
執
行
方
針



2017年 3月号7 KAZUNO CITY 2017 年 3 月号 6KAZUNO CITY

扶助費
36億5,297万5千円
（20.7 ％）

扶助費
36億5,297万5千円
（20.7 ％）

予備費3,000万円（0.2％）

積立金 　　　　　　　
1億277万2千円（0.6％）

人件費
19億7,094万5千円
（11.2 ％）

公債費
17億6,664万8千円
（10.0％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
24億3,486万5千円（13.8％）

物件費　　　　　　
24億4,772万2千円

（13.9％）

投資的経費
（13.8％）

補助費等　　　 
23億9,720万円

（13.6％）

繰出金　　　　　　
20億8,649万7千円

（11.9％）

貸付金3億6,980万円（2.1％）

維持補修費
3億5,587万9千円（2.0％）

義務的経
費（
41.9％

）

そ
の
他
経
費（
44.3％）

176億
1,530万3千円

歳出総額

「
か
づ
の
経
営
戦
略
強
化
予
算
」

〜
経
営
戦
略
の
視
点
で
８
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
〜

◇
市
税
は
、景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
背
景
と
し
た
市
民
所
得

の
増
加
に
よ
る
市
民
税
個
人
分
の
増
額
の
ほ
か
、企
業
の
設
備
投
資

等
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加
等
を
見
込
み
、全
体
で
は
対
前
年
度

比
２・０
％
増
で
す
。

◇
国
庫
支
出
金
は
、鹿
角
花
輪
駅
前
整
備
事
業
に
係
る
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
等
の
増
額
に
よ
り
、対
前
年
度
比
７・９
％
増
で
す
。

◇
寄
附
金
は
、ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附
金
の
増
加
を
見
込
み
計
上

し
て
い
ま
す
。

◇
市
債
は
、新
規
事
業
と
し
て
、花
輪
大
堰
改
修
事
業
、花
輪
第一中

学
校
大
規
模
改
造
事
業
、継
続
事
業
と
し
て
大
湯
温
泉
地
区
観
光

拠
点
施
設
整
備
事
業
、学
校
給
食
施
設
等
整
備
事
業
、鹿
角
花
輪
駅

前
整
備
事
業
等
に
係
る
市
債
を
計
上
し
、全
体
で
は
対
前
年
度
比

46・３
％
増
で
す
。

◇
人
件
費
は
、職
員
数
の
適
正
管
理
計
画
を
基
に
、一般
職
は
前
年
度

よ
り
２
人
増
の
２
４
３
人
と
な
り
、対
前
年
度
比
１・２
％
増
で
す
。

◇
補
助
費
等
は
、光
通
信
網
整
備
支
援
な
ど
産
業
力
の
強
化
の
ほ

か
、子
育
て
支
援
の
た
め
の
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
が
、鹿
角
広

域
行
政
組
合
負
担
金
等
の
減
少
に
よ
り
、対
前
年
度
比
１・８
％
減

で
す
。

◇
公
債
費
は
、福
祉
プ
ラ
ザ
建
設
事
業
や
八
幡
平
な
か
よ
し
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
に
係
る
元
利
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、対

前
年
度
比
１・５
％
減
で
す
。

◇
普
通
建
設
事
業
費
は
、新
規
事
業
と
し
て
産
業
団
地
整
備
事
業

を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、継
続
事
業
と
し
て
、東
北
自
動
車
道
緊
急

流
入
路
整
備
事
業
、大
湯
温
泉
地
区
観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業
、

鹿
角
花
輪
駅
前
整
備
事
業
や
学
校
給
食
施
設
等
整
備
事
業
等
に

よ
り
、全
体
で
は
対
前
年
度
比
82・７
％
増
で
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
置
し
て

い
る
特
別
会
計
で
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
は
、被
保
険
者
の
減
少

と
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
拠
出
金
の
減
少
に
よ
り
、対
前

年
度
比
１・５
％
減
で
す
。介
護
保
険
事
業
は
、前
年
度
実
績
を
基

に
、訪
問
・
通
所
介
護
な
ど
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
の
増
加
を
見
込
み
、対
前
年
度
比
８・２
％
増

で
す
。農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、処
理
施
設
の
維
持
管
理
費
等

の
増
加
を
見
込
み
、対
前
年
度
比
３・３
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
と
大
湯
財
産
区
の
２
つ
の
特
別
会
計
は
、平
成

28
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
し
、そ
れ
ぞ
れ
上
水
道
事
業
会
計
、一
般

会
計
に
引
き
継
ぎ
し
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

特
別
会
計

176億1,530万3千円

一般会計歳出（性質別）

　平成２９年度当初予算は、「第６次鹿角市総合計画 後期基本計画」の２年目として、将来都市
像「笑顔がつながり活力を生むまち・鹿角」の実現に向け、経営戦略の視点で８つの重点プロジェ
クトをはじめとする、鹿角を元気にするための施策・事業を着実に推進するための予算としました。

一
般
会
計
歳
入

国
庫
支
出
金
や
市
債
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、対
前
年
度
比

７・２
％
増

「
産
業
力
の
強
化
」を
重
点
化
、「
子
育
て
支
援
」

と「
移
住
交
流
」を
促
進

総
額
１
０
２
億
９
８
０
２
万
１
千
円

対
前
年
度
比
３・１
％
増

一般会計予算総額
対前年度比
7.2％増

176億
1,530万3千円

歳入総額

市税  　　　　　　　
29億5,057万2千円
（16.7％）

寄附金
1億100万円（0.6 ％）

使用料及び手数料
1億6,206万7千円
（0.9％）

諸収入
6億2,815万3千円
（3.6％） 

地方交付税　　　
64億7,370万円
（36.8 ％）

市債　　　　
18億8,190万円
（10.7％）

国庫支出金　　　　
17億5,898万5千円

（10.0％）

地方消費税交付金 
5億8,900万円（3.3％）

地方譲与税
2億1,990万円（1.2％）
その他　5,170万円（0.3％）

県支出金
11億3,842万7千円
　　　　　 （6.5％）

分担金及び負担金
4,490万6千円（0.2％）
財産収入
3,064万2千円（0.2％）

繰入金　　　　　　
13億8,435万1千円

（7.9%）

繰越金
2億円（1.1％）

自主財源（
31.2%

）

依
存
財
源（
68.8 %）

新規事業
光通信網整備支援事業 3,240万円
集落支援員活動事業 306万 9千円
全国健康福祉祭交流大会開催事業 510万円
水稲作物コスト削減推進事業 500万円
花輪大堰改修事業 1,850万円
産業団地整備事業 6,650万円
花輪第一中学校大規模改造事業 1,042万 8千円
拡充事業
ふるさと鹿角応援寄附推進事業 7,048万 4千円
鹿角ブランド推進事業 249万 2千円
移住促進事業 4,391万 4千円
地域公共交通維持確保対策事業 1億498万 7千円
子ども・若者未来応援事業 984万円
あんしん医療推進事業 3,248万円
産業人材育成支援事業 647万 1千円
観光宣伝推進事業 1,371万円
観光アクセス充実対策事業 641万円
かづの観光産業確立事業 1,369万円

継続事業	
東北自動車道緊急流入路整備事業 7,486万 2千円
自治会コミュニティ再生応援事業 155万 8千円
特別保育事業 2,520万 7千円
医師確保対策事業 4,953万 9千円
企業立地促進事業 6,965万円
産業ブランドアップ推進事業 618万 8千円
新規就農者育成支援事業 3,684万 6千円
県営ほ場整備事業〔末広地区〕 2,081万 8千円
大湯温泉地区観光拠点施設整備事業 7億6,689万 8千円
交通安全施設整備事業 8,978万 4千円
鹿角花輪駅前整備事業 1億1,627万 3千円
公営住宅建設事業 7,134万 5千円
通学対策事業 6,055万 2千円
学校給食施設等整備事業 4億8,247万 8千円
文化の杜交流館事業費 2,890万 6千円
スキーと駅伝のまちづくり事業 2,839万 8千円

主な事業

特別会計予算額
特別会計名 予算額 前年度比（％）

国 民 健 康 保 険 41 億 1,142 万 6 千円 −1.5	

後期高齢者医療 3 億 5,358 万 5 千円 1.1	

介 護 保 険 47 億 1,255 万 8 千円 8.2	

下 水 道 9 億 9,178 万 4 千円 0.8	

農 業 集 落 排 水 1 億 2,866 万 8 千円 3.3	

計 102 億 9,802 万 1 千円 3.1	

上水道事業会計予算額
区　分 収　入 支　出

収 益 的 収 支 6 億 1,106 万 7 千円 5億 7,676 万 5 千円

資 本 的 収 支 2 億 7,256 万 4 千円 5億 9,369 万 9 千円

一般会計歳出（目的別）
区　分 予算額 割合(%)

議 会 費 1億7,847万4千円 1.0 
総 務 費 21億4,456万1千円 12.2 
民 生 費 56億1,580万2千円 31.9 
衛 生 費 10億5,324万4千円 6.0 
労 働 費 6,802万9千円 0.4 
農林水産業費 7億9,455万3千円 4.5 
商 工 費 15億474万円 8.5 
土 木 費 17億4,620万1千円 9.9 
消 防 費 6億9,007万7千円 3.9 
教 育 費 20億580万6千円 11.4 
災害復旧費 4千円 0.0 
公 債 費 17億6,672万円 10.0 
諸 支 出 金 1,709万2千円 0.1 
予 備 費 3,000万円 0.2 

計 176億1,530万3千円 100.0 
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投
票
日　

３
月
12
日
日

鹿
角
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

3
月
12
日
日
は
鹿
角
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
議
員
定
数
は
20

人
か
ら
18
人
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
一
票
を
市
政
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

一
部
の
投
票
所
は
時
間
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
世
帯
へ
郵
送
さ
れ
る

「
投
票
所
入
場
券
」
（
以
下
「
入
場

券
」
）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
入
場
券
は
3
月
上
旬

に
郵
送
予
定
で
す
。

※
万
が
一
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
忘

れ
た
り
し
て
も
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
受
付
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
場
所

市
内 

47 

投
票
所

　

詳
し
く
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

な
け
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
市
で
投
票
で
き
る
方

　

投
票
日
当
日
（
3
月
12
日
）
現
在
、

満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
本
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も

転
出
の
手
続
き
を
し
た
日
以
降
は
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
選
挙
の
期

間
中
に
「
転
出
」
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
投
票
を
済
ま
せ
て
か
ら
転
出
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

地　区 旧 新

八幡平
八幡平小学校体育館 八幡平市民センター

（旧）八幡平市民センター 小豆沢自治会館

花輪 東町自治会館 東町自治会館
【（旧）柴内保育園】

投
票
所
の
一
部
変
更

　

3
カ
所
の
投
票
所
が
変
更
と
な
り
ま

す
（
表
1
）
。

（表 1） 変更となる投票所

秋田県知事選挙
4 月 9 日日は秋田県知事選挙の投票日です。

まず行こう！その行動が秋田力 !!

告示日　3 月 23 日木
期日前投票　3 月 24 日金～ 4 月 8 日土

詳細は広報 4 月号でお知らせします。

投 票 所 受付期間 時　間

市役所本庁、十和田支所、
尾去沢支所、八幡平支所、
大湯支所

3 月 6 日 月 ～
11 日土

（6 日間）

8 時 30 分 ～
20 時

文化の杜交流館コモッセ
※会議室 1 で受付

いとく鹿角ショッピング
センター
※フードコートで受付

9 時～ 20 時

かづの厚生病院
※エントランスホールで
受付

3 月 6 日 月 ～
10 日金

（5 日間）
9 時～ 13 時

期
日
前
投
票
所
を
８
カ
所
開
設

期
日
前
投
票
の
受
付
期
間

3
月
6
日
月 

～ 

11
日
土 

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど
の

予
定
が
あ
る
方
は
「
期
日
前
投
票
」
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

8
カ
所
の
お
好
き
な
場
所
で
投
票
で

き
ま
す
（
表
2
）
。

　

外
出
や
買
い
物
と
あ
わ
せ
て
投
票
が

で
き
る
よ
う
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
も
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
場
所
に
よ
り
時
間
な
ど
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
の
際
は
入
場
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
入
場
券
の
裏
面
が
期
日

前
投
票
の
申
込
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
受
付
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。　

不
在
者
投
票

　

選
挙
の
期
間
中
に
他
の
市
区
町
村
に

滞
在
し
て
い
た
り
、
病
院
や
福
祉
施
設

な
ど
に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
方
が
対

象
の
投
票
方
法
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
選
挙
管
理
委
員
会

ま
た
は
入
院
（
所
）
先
の
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
数
を
要
す
る
投
票
方
法
の
た
め
、

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

議
員
へ
の
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
方
へ

　

立
候
補
の
届
け
出
は
3
月
5
日
日
の

告
示
日
の
み
と
な
り
ま
す
。
届
出
書
類

な
ど
に
不
足
が
な
い
か
再
度
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時　

3
月
5
日
日 

8
時
30
分
～
17

時
（
8
時
開
場
）

場
所　

市
役
所
第
1
～
4
会
議
室

持
ち
物　

届
出
書
類
一
式
（
届
出
書
に

使
用
す
る
印
鑑
も
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
）
。

（表 2） 期日前投票所

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　 

☎ 

30
ー
０
２
８
５
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「避難情報」の名称が変わりました
適切な避難行動ができるよう 始めてみませんか

「かづの北限の桃」栽培説明会

新たに北限の桃の栽培を始めてみたいと考えている
方を対象にした説明会を開催します。具体的な栽

培計画がない方でも、まずはお気軽にご参加ください。

▶日時　3 月 15 日水 14 時～
▶場所　かづの果樹センター（旧果樹試験場鹿角分場）
▶内容　これまでの桃栽培の取り組み／桃栽培を始める
際の留意点／支援事業／質疑応答
※外で桃の木の見学・説明をしますので、暖かい服装で
お越しください。

問 農林課 産地化推進班 ☎ 30-0243
　 かづの果樹センター ☎ 25-3231
　 JA かづの（果樹担当）☎ 23-2497

農業用施設・樹木の雪害を防ぎましょう

　一定以上の降雪などが予想されるときに、気象庁から
注意が呼び掛けられます。農業用施設や樹木を所有する
方は、日頃から気象庁等の発表に注意し管理を徹底しま
しょう。

上水道の「平成 29 年度水質検査計画（案）」を公開
しています。

　水質検査は、飲料水として安全・安心なものであるこ
とを確認するための大切な検査です。「平成 29 年度水
質検査計画（案）」では、検査する場所や検査内容など
が確認できます。

　上下水道課（土・日・祝日を除く）および市ホームペー
ジで公開していますので、ぜひご覧ください。

問 上下水道課 上下水道班 ☎ 30-0270

安全な水道水を守るために

水質検査計画の公開

消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、所
得が一定以下の方に対して、暫定的・臨時的な措

置として臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します。

▶対象　
　基準日（平成 28 年１月１日）に本市に住民票があり、
平成 28 年度の住民税が課税されていない方
※課税されている方に扶養されている場合、生活保護の
受給者である場合は対象外です。
▶支給額　１人につき 15,000 円
▶手続き　
　対象になる可能性がある方には、3 月下旬に申請書を
郵送します。必要事項を記入し書類を添付の上、同封の
返信用封筒で郵送いただくか、福祉課 地域福祉班（福
祉保健センター内）へご提出ください。
▶申請期限　7 月 3 日月 必着

問 福祉課 地域福祉班 ☎30-0226

負担影響を緩和するため

臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します

平成 29 年度 奨学生を募集します
意欲のある学生が学業を継続できるよう

たんぽ小町ちゃんがイラストされた「たんぽこまち号」
は、平日に花輪市街地を

循環するピンク色の愛くるしい
車両です。
　市ではバスの車外・車内の広
告を募集しています。会社や企
業のイメージアップ、イベント
の宣伝などに「走る広告塔」を
ご利用ください。

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

市街地循環バス たんぽこまち号

有料広告を募集します

種類 料金 掲出位置 規 格（ 縦 ×
横）センチ 枠 備考

車外

広告

5,000 円

／月

側面右側 60 × 120 1 マグネット
貼側面左側 60 × 95 1

車内

広告

1,000 円

／月

天井
吊り下げ 35 × 54 2 両 面 可

（1,500 円）
天井横

挟み込み 37 × 45 6

学業に意欲を持ちながらも、経済的理由によって、
高校や大学等への進学または修学が困難な方に対

して、奨学金の貸し付けを行っています。

▶対象　
◦鹿角市民の子どもで、高校・高専・大学（短大・専
門学校含む）・大学院に在学する（または在学予定の）
方

▶貸与額　
◦高校・高専前期３年間　⇒　月額１万円
◦大学・大学院・高専後期２年間　⇒　月額３万円

▶申込期間　3 月 10 日金まで
▶申込方法　教育委員会および各支所備え付けの申込書
にてお申し込みください。
▶その他　書類審査と本人面接によ
り貸与を決定します。

問 教育委員会 総務学事課
　 ☎ 30-0290

人権擁護委員に工藤トモ子さん（尾去沢）が新任さ
れ、法務大臣からの委嘱状が交付されました。

　また、人権擁護委員を 12 年間務め、昨年 12 月 31
日で退任された高杉明美さ
ん（尾去沢）へ、法務大臣
からの感謝状が伝達されま
した。

　人権擁護委員は、不安や悩みのある方の相談に応じた
り、人権を守るために必要な手続きの助言をします。本
市では 9 人の方が人権擁護委員に委嘱されています。
　悩み事はお気軽にご相談ください。

人権擁護委員の方々
安倍憲壱さん（八幡平）／佐々木忠臣さん（八幡平）／工
藤トモ子さん（尾去沢）／米田優子さん（花輪）／青山武
夫さん（花輪）／瀬川悦子さん（花輪）／山口京子さん（十
和田）／沢田正さん（十和田）／木下フサさん（十和田）

問 市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

人権擁護委員に委嘱状・感謝状を交付

悩み事はお気軽にご相談ください

新任された工藤トモ子さん（写真
右から３人目）と、退任された高
杉明美さん（写真中央）　　　→

平成 28 年 8 月の台風 10 号による水害では、高齢
者施設などに「避難準備情報」の意味が正しく伝

わらず、適切な避難行動が取れなかったことが課題とさ
れました。
　内閣府ではこの水害を受け、いざというときに取るべ
き行動をわかりやすくするため、「避難準備情報」およ
び「避難指示」の名称を下記のとおり変更しました。
　本市では、災害の危険度に応じて新しい名称で避難情
報を発信します。

避
難
情
報
の
種
類

旧名称 新名称 取るべき行動 危険度

避難準備情報 避難準備・
高齢者等避難開始

・避難に時間のかかる方と、その避難を支援する方は、
避難を開始してください。
・それ以外の方については、気象情報に注意し、危険
だと思ったら早めに避難してください。

避難勧告 避難勧告
・速やかに避難を開始してください。
・避難が困難な場合は、屋内の高いところに避難して
ください。

避難指示 避難指示（緊急）
・緊急に避難してください。
・避難が困難な場合は、屋内の高いところに避難して
ください。

高 い

極めて高い

問 総務課 危機管理室 ☎30-0299
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無料総合相談 いじめや嫌がらせをなんとかしたい、行政に対する苦
情がある、相談先がわからない　など

▶ 日程　4 月 11 日火、5 月 9 日火、6 月 13 日火、7 月 11 日火、8 月 8 日火、9 月 12 日火、10 月 10 日火、　
　　　11 月 14 日火、12 月 12 日火、1 月 9 日火、2 月 13 日火、3 月 13 日火　（毎月 1 回、第 2 火曜日）

▶ 時間　13 時 30 分～ 16 時　
▶ 場所　市役所相談室（受付は市民共動課）　※事前予約は不要
問 市民共動課 共動推進班 ☎30-0202

（人権擁護委員）
（行政相談委員）

平成 29 年度 相談所開設の日程をお知らせします

無料弁護士相談 法律の手続き全般、多重債務に係る問題　など

▶ 日程　4 月 13 日木、4 月 27 日木、5 月 11 日木、5 月 25 日木、6 月 8 日木、6 月 22 日木、7 月 13 日木、
7 月 27 日木、8 月10 日木、8 月 24 日木、9 月14 日木、9 月 28 日木、10 月12 日木、10 月 26 日木、
11月9日木、11月22日水、12 月14日木、12 月28日木、1月11日木、1月25日木、2 月8日木、 
2 月22日木、3 月8日木、3 月22日木　（毎月2 回、第 2・4 木曜日。都合により変更になる場合あり ）

▶ 時間　13 時 30 分～ 16 時　
▶ 場所　交流センター　※前日までに事前予約が必要、当日の担当弁護士は各月の広報でお知らせします。
問 鹿角市消費生活センター ☎30-0258

（秋田弁護士会）

無料相続・登記相談 不動産の相続・売買等の登記手続き、商業登記、裁判
所提出書類の作成、法務局関係　など

▶ 日程　4 月18日火、6 月20日火、8 月22日火、10 月17日火、12 月19日火、2 月20日火
　　　　（偶数月の第３火曜日）
▶ 時間　13 時 30 分～ 15 時 30 分　
▶ 場所　交流センター　※前日までに事前予約が必要、相談月に入ってから受付開始します。
問 鹿角市消費生活センター ☎30-0258

（黒沢均司法書士）
（工藤渉司法書士）

無料土地・家屋相談 境界問題、土地・宅地の分筆、建物の新増築の測量など

▶ 日程　5 月16日火、7月18日火、9 月19日火、11月21日火、1月16日火、3 月20日火
　　　　（奇数月の第３火曜日）
▶ 時間　13 時 30 分～ 15 時 30 分　
▶ 場所　交流センター　※前日までに事前予約が必要、相談月に入ってから受付開始します。
問 鹿角市消費生活センター ☎30-0258

（武藤文知 土地　
家屋調査士）

消費生活相談 悪質な訪問販売、電話勧誘、消費者問題など

▶ 日程　月曜日～金曜日（8 時 30 分～17 時15 分） 
▶ 場所　鹿角市消費生活センター（市民共動課内） 
問 鹿角市消費生活センター ☎30-0258

（窓口相談）
（電話相談）

相談日は事情により変更となる場合があります。毎月発行する「広報かづの」に日程を再掲載しますのでご確認ください。
また、専門相談はあらかじめ予約が必要です。相談は予約順となりますので、お早めにご予約ください。

　花輪大町・新町商店街いっぱいに、伝統を生かした
絞り模様や斬新なデザインの紫根染・茜染のタペスト
リーがたなびき、春を呼ぶ雅な世界を創ります。

▶日時　３月１日水～４日土 10時～16時
▶場所・内容
◦花の輪モール（大町商店街）
　鹿角紫根染・茜染研究会会員作品紹介、研究会活動写真
の展示、古代鹿角紫根染・茜染の歴史の紹介など
◦サロン・ド・しんまち
　花輪小学校、花輪第一中学校生徒の作品展示

▶期間　３月１日水～20日月
※3月1日水 13時30分～ オープニングセレモニー開催
▶場所　花輪大町・新町商店街

　市では29年度から、高校生とタッグを組み市をＰ
Ｒする共動事業として、「かづの高校生広報室」を設
置します。
　高校生が広報室員となり、高校生の目線で鹿角の暮
らしのなかにある多くの魅力を探求し、いつまでも大
切にしたいと思う風景や、祭りなど地域行事に参加し
なければ分からない舞台裏情報など、愛すべき鹿角の
魅力を自由な発想で全国に発信していきます。

かづの高校生広報室の設置

かづのシティプロモーション認定事業

伝統の紫根染・茜染彩る街

【同時開催】鹿角紫根染・茜染まつり

４月から高校生メンバーを募集

　４月からメンバーを公募します。詳細は広報
4月号でお知らせします。問い合わせは政策企
画課 総合戦略室までご連絡ください。

問 政策企画課 総合戦略室
　 ☎ 30ー０２０1
    E-mail  kikaku@city.kazuno.lg.jp

高校生の自由な発想を活かした

ふるさと鹿角のＰＲチームを結成します

角
つの

ぐむ「鹿角」ブランドアップ通信 No. ４ 

ＨＰ、ＳＮＳ、広報などで情報発信

か づ の
高 校 生
広 報 室

高校生

・保護者の同意のもと応募
 （任期 1 年）

みんなに魅力を伝えたい！鹿角市

・高校との連絡体制構築
・メンバー任命

若者のアイデアがほしい！
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２
月
12
日
、
鹿
角
ア
メ
ニ

テ
ィ
パ
ー
ク
倶
楽
部
ハ
ウ
ス
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
雪
上
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

世
代
を
超
え
て
雪
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
花
輪
地
域

づ
く
り
協
議
会
が
10
年
前
か
ら

主
催
し
、
今
年
は
計
16
チ
ー
ム

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
雪
に
足
を
取
ら

れ
な
が
ら
も
懸
命
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
な
ど
元
気
な
プ

レ
ー
を
見
せ
、
会
場
は
歓
声
と

笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

↑ 児玉市長に報告をする金田一さん（写真右から２人目）。

　２月５日、県と本市が
主催する平成 28 年度県・
市冬期防災訓練が、八幡
平谷内地区で行われ、地
域住民や消防署員など約
350 人が参加しました。
　冬期の大規模防災訓練
は本市では初めてで、谷
内地区市民センターグラ
ウンドでは倒壊家屋や雪
の中からの人命救助や、

除雪車やスノーモービル
を使った救助活動など、
さまざまな状況を想定し
て行われました。
　また、地域住民は谷内
地区市民センター内への
避難訓練の後、県の自主
防災アドバイザーの講演
を聴講しました。雪が伴
う災害は被害が大きく
なってしまうことを聞き、
防災の意識を高めるとと
もに、地域のつながりの
大切さを再確認していま
した。

冬期防災訓練

冬期間の災
害に備えて

　

金
田
一
ノ
リ
さ
ん
（
十
和
田

大
湯
）
が
交
通
栄
誉
章
「
緑
十

字
銀
章
」
優
良
運
転
者
表
彰
を

受
賞
し
、
２
月
２
日
、
児
玉
市

長
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

金
田
一
さ
ん
は
、
37
年
間
無

事
故
無
違
反
で
あ
り
、
他
の
運

転
者
の
模
範
と
し
て
安
全
運
転

の
推
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
角
交
通
協
会
発
足

当
時
か
ら
交
通
安
全
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、「
手
作
り
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
」、「
交
通
安

全
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
、

地
域
の
先
頭
に
立
っ
て
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。

　

児
玉
市
長
は
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
長
年
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

地
域
の
交
通
安
全
に
大
き
く
貢
献

金
田
一
ノ
リ
さ
ん 「
緑
十
字
銀
章
」
優
良
運
転
者
表
彰
受
賞

まちの話題 C I T Y  T O P I C S

↑ 消防団員たちは、家屋からの落雪に巻き込まれた人を救助す
る訓練を迅速に行いました。

雪上バレーボール大会

雪上の熱戦で
地域に笑顔

ま
ち
の
話
題

C
IT

Y
 T

O
P

IC
S

　

２
月
５
日
、
市
が
若
手
経
営

者
や
起
業
家
向
け
に
開
講
し
た

「
産
業
活
力
塾
」
の
公
開
講
座
と

し
て
、
地
域
活
性
化
や
人
口
減

少
に
つ
い
て
多
く
の
著
書
を
手

掛
け
る
藻も

た
に谷
浩
介
氏
の
講
演
会

が
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
講
堂（
コ

モ
ッ
セ
内
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藻
谷
氏
は
地
域
活
性
化
を
人

口
が
減
ら
な
く
な
る
こ
と
、
若

者
が
戻
っ
て
き
て
子
ど
も
が
生

ま
れ
続
け
る
こ
と
と
し
、
住
む

人
が
誇
り
を
持
っ
て
こ
こ
に
住

む
理
由
を
語
れ
る
こ
と
が
大
事

住
む
理
由
を
堂
々
と
語
れ
る
よ
う
に

産
業
活
力
塾 

公
開
講
座

　

十
和
田
地
区
後
厄
祓
実
行
委
員

会
主
催
の
「
豆
ま
き
パ
レ
ー
ド
」

が
２
月
５
日
～
６
日
、十
和
田
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
育
ん
で
く
れ
た
町
」に
感
謝
の

意
を
込
め
、豆
ま
き
を
し
て
地
域

を
巡
る
も
の
で
、今
年
で
37
回
目

に
な
り
ま
す
。

　

か
み
し
も
を
着
た
男
性
や
鬼
役

の
男
性
、袴

は
か
ま
姿
の
女
性
約
50
人
が

５
班
に
分
か
れ
て
、毛
馬
内
、大
湯
、

錦
木
地
区
を
巡
り
、「
鬼
は
外
、福

は
内
。天
に
花
咲
け
、地
に
実
り
あ

れ
。家
内
安
全
、商
売
繁
盛
」と
声

を
上
げ
て
豆
を
ま
き
、厄
を
払
い

ま
し
た
。ま
た
、「
ど
ん
ど
焼
き
」も

行
い
、無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

６
日
は
地
域
の
保
育
園
な
ど
を

ま
わ
り
ま
し
た
。園
児
た
ち
は
鬼

の
登
場
に
少
し
た
じ
ろ
ぎ
な
が
ら

も
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
豆
を
ま
い

て
い
ま
し
た
。

地
域
に
感
謝
の
意
を
込
め
て

と
述
べ
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
地

元
産
品
を
購
入
し
て
消
費
す
る

「
地
消
地
産
」
を
促
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
藻
谷
氏
の
軽
妙
な

語
り
口
に
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、

真
剣
な
表
情
で
こ
れ
か
ら
の
鹿

角
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

↑ 藻谷氏はユーモアを交えて講演を行いました。

1

2

3

↑ 1 大湯保育園では、みんなで一緒に鬼を追い払いまし
た。2 後厄の女性たちは華やかな袴姿で参加しました。
3 どんど焼き会場では餅つきが行われ、親子で楽しむ
姿が見られました。 

十
和
田
地
区
豆
ま
き
パ
レ
ー
ド

↑ 会場は選手たちが雪に足を取られたり、転んだりする姿に大
いに沸き、笑い声と声援が送られていました。
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国
保

広
場

の

問市民課国保医療班
☎ 30-0222

国
保
へ
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
ー
就
職
や
退
職
、
就
学
や
卒
業
な
ど
の
と
き
ー

　

就
職
や
退
職
、
就
学
や
卒
業
な
ど
、

人
生
の
節
目
を
迎
え
る
時
期
で
す
。
健

康
保
険
の
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
市
役
所
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
へ
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

子
ど
も
が
大
学
な
ど
（
※
）
に
入

学
す
る
た
め
、市
外
に
住
所
を
定
め
、

元
の
世
帯
主
が
子
ど
も
の
生
活
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
と
き
に
は
、
学
生
用
被
保
険
者

証
（
マ
ル
学
）
を
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
鹿
角
市
の
国
保
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

手
続
き
の
際
に
は
、

①
在
学
証
明
書
②
認
め
印
が
必
要
で

す
。

　

２
年
目
以
降
マ
ル
学
を
更
新
す
る

と
き
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
の
ほ
か
、
こ

れ
ら
の
学
校
等
と
同
程
度
の
教
育
を

行
う
教
育
機
関
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

マ
ル
学
対
象
者
が
卒
業
な
ど
に
よ

り
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
返
還

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
①
マ
ル
学

の
被
保
険
者
証
②
学
生
で
な
く
な
っ

た
日
を
確
認
で
き
る
書
類
（
卒
業
証

明
書
や
退
学
証
明
書
な
ど
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

３
月
中
に
国
保
に
加
入
す
る
方
に
は
、

３
月
分
の
国
保
税
の
納
付
書
が
４
月
中

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
４
月
以
降
の
国
保

税
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
１
年
分
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

１
年
分
の
納
付
書
と
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
分
の
国
保
税
を
、

７
月
か
ら
２
月
の
８
回
に
分
け
て
納
付

す
る
納
付
書
で
す
。

　

４
月
に
国
保
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、

同
様
に
７
月
に
１
年
分
の
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
中
に
国
保
か
ら
ぬ
け
た
方
は
、

３
月
分
の
保
険
料
は
新
し
い
健
康
保
険

か
ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
28
年
度
の

国
保
税
は
２
月
中
に
納
付
が
完
了
し
て

い
ま
す
の
で
、
納
め
す
ぎ
と
な
る
３
月

分
に
つ
い
て
は
、
後
で
お
返
し
し
ま
す
。

　

手
続
き
の
翌
月
末
ま
で
に
は
、
国
保

税
を
お
返
し
す
る
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
。

　

４
月
に
国
保
を
ぬ
け
る
場
合
に
は
、

29
年
度
の
国
保
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
の
主
な
手
続
き
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
番

号
確
認
」
と
、
手
続
き
を
行
う
方
の

「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。

　

手
続
き
を
行
う
際
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
た
書
類
（
通
知
カ
ー
ド

等
）
と
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　世帯構成や所得の変更により、仮徴収額（4・6・8 月）と本
徴収額（10・12・2 月）に大きな差が生じている方については、
特別徴収される額が年間を通じて、できるだけ均等になるよう、
６月と８月の保険料の仮徴収額を調整（平準化）します。

平成 28 年度（年間保険料額 120,000 円）
※平準化の例

平成 29 年度（年間保険料額 120,000 円と仮定した場合）
▪平準化しない場合

6・8月で調整
▪平準化した場合

就
学
の
た
め
転
出
す
る
と
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要

で
す

学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き

国
保
に
加
入
し
た
と
き
・
ぬ
け

た
と
き
の
国
保
税
の
納
付

はり・きゅう・マッサー
ジ受療券の有効期限は
３月 31 日金です

　平成28年度のはり・きゅう・マッ
サージ受療券の有効期限は３月
31日金です。
　有効期限を過ぎると使用でき
なくなりますので、ご注意くださ
い。

国
保
に
加
入
す
る
方

国
保
か
ら
ぬ
け
た
方

① 国保に加入するとき

③ その他国保に係る手続き② 国保をぬけるとき

マル福（福祉医療受給
者証）をお持ちの方へ

後期高齢者医療保険料の特別徴収（年金天引き）の
仮徴収額を調整します

　マル福をお持ちの方は、健康
保険の被保険者証が変わった場
合、保険変更の届け出が必要で
す。届け出をしないと、福祉医
療費の助成ができなくなる場合
があります。
　新しい被保険者証と認め印を
お持ちになり、市民課または各
支所にて手続きをお願いします。

事由 持ち物

他の市区町村から転入し
てきたとき 印鑑・転出証明書

職場の健康保険をぬけた
とき

印鑑・職場の健康保険
をぬけた証明書

職場の健康保険の被扶養
者からはずれたとき

印鑑・被扶養者でない
理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑・母子健康手帳

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

30,000 円 30,000 円 30,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

10,000 円 10,000 円 10,000 円 30,000 円 30,000 円 30,000 円

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

10,000 円 25,000 円 25,000 円 20,000 円 20,000 円 20,000 円

事由 持ち物

市内で住所が変わったと
き 印鑑・保険証

世帯主や氏名が変わった
とき 印鑑・保険証

世帯が分かれたり、一緒
になったりしたとき 印鑑・保険証

就学のため、市外に住所
を定めるとき

印鑑・保険証・在学証
明書

事由 持ち物

他の市区町村に転出する
とき 印鑑・保険証

職場の健康保険に加入また
は被扶養者になったとき

印鑑・保険証・職場の
健康保険証

亡くなったとき 印鑑・保険証

※ 3 月の骨密度測定会＆ナトカリ比測定会　日時：21日火 14時～15時／場所：福祉保健センター
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長寿ワールド
生き活き

問長寿支援課 長寿生活班 ☎30－0234
けんこう通信
保健情報を毎月お届け 問いきいき健康課 ☎30－0119

高齢者や介護保険に関する情報をお知らせします

■保健事業カレンダー ※（花）（八）（尾）（十）（大）は、花輪・八幡平・尾去沢・十和田・大湯を指します。

月曜から土曜は17 時～ 20 時、日曜祝日は 9 時～ 20 時

■献血車訪問

■在宅当番医（あんしん医療連携事業）

平成 29 年度 鹿角市脳ドック助成

とき 内容 対象 受付時間 ところ
7日火 乳児相談（8～10か月児） 平成 28 年 5 月生（全地区）、平成 28 年 6 月生（全地区） 9 時 45 分～10 時

福祉保健センター
10日金 3 歳児健診 平成 25 年 11月生（全地区） 13 時～13時15分
15日水 乳児健診（3～4か月児） 平成 28 年 11月生（全地区） 13 時～13時15分
16日木 1歳 6 か月児健診 平成 27 年 7 月生（八、尾、十、花） 13 時～13時15分
23日木 乳児相談（4～5か月児） 平成 28 年 10 月生（全地区） 9 時 45 分～10 時

とき 受付時間 ところ

17 日

金

9 時～ 9 時 50 分 JA かづの営農経済部
10 時 40 分～ 11 時 20 分 JA かづの本所
13 時～ 15 時 30 分 かづの厚生病院

医療機関名 内容 自己負担額 募集人数

かづの厚生病院
脳ドック 15,360 円

100人程度脳ドック
ミニコース 8,220 円

鹿角中央病院 脳ドック 10,000 円 40人程度

＊ 400 ミリリットル献血にご協力をお願いします。輸血
患者の副作用軽減につながります。

とき 病院名 とき 病院名

1日水 なかのクリニック
☎ 22 － 7335 16日木 大 里 医 院

☎ 22 － 1251

2日木 小 坂町 診 療 所
☎29－5500 17日金 本 田 医 院

☎ 35 － 3002

3日金 村 木 医 院
☎ 22 － 2055 18日土 村 木 医 院

☎ 22 － 2055

4日土 大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511 19日日 笹村整 形 外 科

☎ 30 － 0035

5日日 福 永 医 院
☎ 35 － 3117 20日月 長 橋 医 院

☎ 23 － 7612

6日月 本 田 医 院
☎ 35 － 3002 21日火 大湯リハビリ病院

☎ 37 － 3511

7日火 長 橋 医 院
☎ 23 － 7612 22日水 三 ヶ 田 医 院

☎ 31 － 1231

8日水 大 里 医 院
☎ 22 － 1251 23日木 いけがみクリニック

☎ 30 － 0111

9日木 三 ヶ 田 医 院
☎ 31 － 1231 24日金 大 里 医 院

☎ 22 － 1251

10日金 いけがみクリニック
☎ 30 － 0111 25日土 福 永 医 院

☎ 35 － 3117

11日土 小 坂町 診 療 所
☎29－5500 26日日 かづの厚生病院

☎ 23 － 2111

12日日 かづの厚生病院
☎ 23 － 2111 27日月 小 坂町 診 療 所

☎29－5500

13日月 笹村整 形 外 科
☎ 30 － 0035 28日火 笹村整 形 外 科

☎ 30 － 0035

14日火 福 永 医 院
☎ 35 － 3117 29日水 本 田 医 院

☎ 35 － 3002

15日水 鹿 角中央 病院
☎ 23 － 4131 30日木 村 木 医 院

☎ 22 － 2055

31日金 大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

※ 5 歳児すくすく健康相談のお問合せは、福祉課
子育て支援班（☎ 30-0235）までお願いします。

   ※かづの厚生病院の入口は、 
　「救急入口」となります。

　産婦人科医を派遣している大学からの申し入れに
より、2 月 1 日から、かづの厚生病院での里帰り
出産の受入を制限し、大館市立総合病院で対応する
ことになりました。
　詳しくは、かづの厚生病院のホームページをご覧
ください。
　http://www.hspkazuno.kazuno.akita.jp/

問いきいき健康課 ☎ 30-0119 問いきいき健康課 ☎ 30-0119 FAX 30-1257

▪申込締切　3 月 24 日金

▪実施期間　平成 29 年 5 月～平成 30 年 3 月

▪対象者　40 歳～ 74 歳の市民（昭和 18 年 4 月 2
日生～昭和 53 年 4 月 1 日生）

※現在加入の健康保険で脳ドックの助成が受けられる
方、平成 26・27・28 年度に市の脳ドック助成を受
けた方は除きます。

▪申し込み・受診方法
①申込書に必要事項を記入し、いきいき健康課に提出

してください。（郵送・FAX 可）
②決定者には、脳ドック決定通知書を郵送します。決

定した病院で受診日の予約をし、受診してください。
※申込書は福祉保健センターおよび各支所に備え付け

ています。また、市ホームページからもダウンロー
ドできます。

※申し込み多数の場合は抽選となります。
※市外の医療機関での受診を希望される方は、助成制

度がありますので、ご連絡ください。

里帰り出産（かづの厚生病院）の受入制限

　

４
月
１
日
土
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
大
湯
温
泉
保

養
セ
ン
タ
ー
「
湯ゆ

と

り
都
里
」
の
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
30
日
木

　

11
時
30
分
（
予
定
）
～
15
時

　

施
設
見
学
会
の
前
に
、
関
係

者
の
み
で
修し

ゅ
う
ば
つ祓式
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま

す
。

　

施
設
の
概
要
に
つ
い
て
は
来

月
以
降
の
広
報
で
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課 

長
寿
生
活
班

　

☎
30
―
０
２
３
４

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

原
因
で
脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
で
起
こ
る
症
状
や
状

態
の
総
称
で
す
。

　

誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
い
つ
自
分
や
家
族
が
認
知

症
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
人
は
、
自
分
が
何

か
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
、
悩
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
専
門
の
講
師
を
派

遣
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者　

自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
事
業
所
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
、
団
体
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
時
間　

１
時
間
30
分
～
２
時

間▼
受
講
料　

無
料

▼
講
師　

専
門
の
研
修
を
受
講

し
た
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」

▼
そ
の
他　

受
講
し
た
方
に

は
「
認
知
症
の
人
を
支
援
し
ま

す
」
と
い
う
意
思
を
示
す
目
印

の
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。

問
鹿
角
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
30
―
０
１
０
３

大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

の
施
設
見
学
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

今月の介護相談
日にち 時間 場所
11 日土

13 時～16 時
十和田市民センター

25 日土 福祉保健センター
問鹿角市地域包括支援センター ☎ 30-0103

今月の介護保険制度説明会
日にち 時間 場所
21 日火 10 時～11時 福祉保健センター

問長寿支援課 長寿生活班 ☎ 30-0234

日にち 時間 場所 内容 講師

9日木 9 時 30 分～
13 時 30 分

高齢者センター（福祉
プラザ）☎ 23-8480

簡単なおやつ
作り

佐藤 李
り さ

咲
（管理栄養士）

13日月
13 時 30 分
～ 15 時

尾去沢デイサービスセン
ター☎ 23-2770 レクリエー

ション
生きがい活動指
導員

17日金 大湯かくら荘
☎ 37-3330

今月のいきいき学級
　高齢者の健康づくり・いきがいづくり等介護予防活動の一環として開
催しています。ぜひご参加ください。申し込みは各会場にお願いします。

大湯温泉保養センタ―「湯都里」

オレンジリング

Photo Smile
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生涯学習の〝学ぶ〟とみつばちの
〝Bee〟を合わせて名づけられた生
涯学習のマスコットマークです。

まなびぃウィンドウ
みんなで楽しく学ぼう！生涯学習

mascot マナビィ

問教育委員会生涯学習課 ☎30－0292

花
い
っ
ぱ
い
運
動

～ 

花
づ
く
り
は
心
も
つ
く
り
ま
す 

～

第45回鹿角市かるた選手権大会が
開催されました

　第 45 回鹿角市かるた選手権大会が 2 月 11 日、文化の杜
交流館コモッセで開催され、A 級から F 級まで 6 つのクラ
スに 81 人がエントリーし、白熱した試合が展開されました。
　青森、岩手など他県からもトップクラスの選手が集まり、
競技かるたを通じた交流が深められました。　　

Ａ級【選手権の部（有段者）】
 １位　倍賞 弘平（東北大学かるた会） 
 ２位　三上 渚紗（弘前大学）
 ３位　寺田 萌（つがる市かるた愛好会）
Ｂ級【高校・一般の部】
 １位　藤森 凛（つがる市かるた愛好会）
 ２位　成田 有彩花（秋田北鷹高校）
 ３位　関井 華（盛岡中央高校）　
　

Ｃ級【中学校１～３年の部】
 １位　大前 未佳 （一関第一高校付属中）
 ２位　梅村 琴音 （一関第一高校付属中）
 ３位　一戸 龍彌 （花輪第一中）
Ｄ級【小学校５・６年の部】
 １位　佐藤 優衣莉（秋田市立東小）
 ２位　柏木 里桜（秋田市立泉小）
 ３位　佐藤 彩萌（花輪小）　

Ｅ級【小学校３・４年の部】
 １位　阿部 ゆか（花輪小）　
 ２位　佐藤 菜洋（八幡平小）
 ３位　三ヶ田 陽香（花輪小）
Ｆ級【小学校１・２年以下の部】　
 １位　金澤 眞子（花輪北小）
 ２位　髙杉 実桜（花輪小）
 ３位　黒澤 響太（八幡平なかよしセンター）
　

「比内支援学校かづの校」の花だん

　

花
づ
く
り
は
、
美
し
い
ま
ち
・
地
域
の

元
気
を
つ
く
り
、
思
い
や
り
の
心
も
育
み

ま
す
。
地
域
の
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
、

思
い
や
り
の
心
と
元
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
今
年
も
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
花
種
子
、
花
苗
の

ほ
か
球
根
の
配
布
も
行
い
ま
す
。
花
種
子

は
５
月
上
旬
、
花
苗
は
６
月
下
旬
～
７
月

上
旬
、
球
根
は
種
類
に
よ
り
ま
す
が
、
１

回
目
が
７
月
中
旬
、
２
回
目
は
９
月
下
旬

頃
に
配
布
の
予
定
で
す
。

　

配
布
す
る
球
根
は
、
一
度
植
え
る
と
手

を
か
け
な
く
て
も
何
年
も
花
が
咲
き
ま
す
。

　

来
る
彩
り
の
季
節
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▪
対
象　

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
学
校
、
企
業
、
団
体
な

ど
▪
申
込
方
法　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
大
湯

支
所
、
生
涯
学
習
課
に
あ
る
注
文
書
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
が
、
送

信
し
た
こ
と
を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▪
花
種
子　

無
料　

　

サ
ル
ビ
ア
（
赤
・
青
・
白
）、マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
（
黄
・
橙
）、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
（
青
）、

ケ
イ
ト
ウ
（
赤
・
橙
）

▪
花
球
根　

無
料　

　

リ
コ
リ
ス
（
赤
）、
ム
ス
カ
リ
（
青
）、

水
仙
（
白
）　

※
配
布
時
期
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
。

▪
花
苗　

有
料  

　

１
本
30
円（
50
本
単
位
と
な
り
ま
す
の

で
１
種
１
５
０
０
円
か
ら
）　

サ
ル
ビ

ア
（
赤
・
青
）、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
黄
・

橙
）、ア
ゲ
ラ
タ
ム
（
青
）

▪
申
込
締
切　

３
月
24
日
金
（
必
着
）

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30-

０
２
９
２
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
30-

１
１
４
０

　

本
市
で
は
、
花
だ
ん
づ
く
り
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
各
団
体
が
全
県
・
全
国

の
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
全
県
花
だ
ん
コ
ン

ク
ー
ル
で
、「
比
内
支
援
学
校
か
づ
の
校
」

が
秋
田
県
教
育
長
賞
、「
鶴
田
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
中
道
」
が
魁
新
聞
社
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

花
の
季
節
に
は
、
ぜ
ひ
市
内
の
美
し
い

花
だ
ん
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

先人顕彰館 イベント情報

内藤湖南生誕 150 年展
　内藤湖南生誕 150 年展が最終月となります。
　ご遺族から寄贈された遺品の中には、5 万冊もの
湖南蔵書に愛用された 園

そ の だ

田 湖
こ じ ょ う

城 氏（篆
て ん こ く か

刻家）の
作品である蔵書印もあります。ぜひご来館ください。
▶期間：3 月 30 日木まで

問 先人顕彰館 ☎35-5250

各
団
体
に
よ
る
花
だ
ん
づ
く
り

「鶴田フラワーロード中道」の花だん

♥♥

♥ ♥

　文化ホールの使用に関する日程調整を行うため、調整会議
を開催しています。
　毎月１日に開催し、翌年同月分の使用日程を調整していま
すので、特に「この日」という強い希望がある場合は、ぜひ
この会議に参加してください。
　なお利用できる区分は、午前（9 時～ 12 時）、午後（13
時～ 17 時）、夜間（18 時～ 22 時）、全日（9 時～ 22 時）
となります。

▪ 開催日時：毎月 1 日 19 時～（受付：18 時 30 分～）

※市または文化の杜交流館の主催事業・共催事業については、
調整会議前に決定している場合がありますので、ご了承くだ
さい。

※詳しくはお問い合わせください。

問 文化の杜交流館コモッセ ☎ 30-1504

文化ホール使用申込調整会議をご利用ください
－文化ホールの使用をご希望の皆さまへ－

　参加は無料です。直接ストーンサークル館にお越
しください。

▪日時　3 月 16 日木 18 時 30 分～
▪場所　大湯ストーンサークル館 縄文工房
▪内容　大湯環状列石 これまでの調査のまとめ

問 大湯ストーンサークル館 ☎37-3822

縄文夜学を開催します



みんなの情報広場のコーナーです。
原稿の締切日は発行月の前月８日です。
◎FAX、郵送でもお申し込みできます。政策企画課FAX（30）1122

情報の広場
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　年度末は、運輸支局の自動車検査・
登録窓口が例年込み合います。
　特に 3 月中旬以降は、自動車税課
税基準日（4 月 1 日）前に名義変更
や抹消登録手続きを行う方々による
駆け込み申請や車検車両の増加によ
り大変混雑し、申請者の皆さまには
長時間お待ちいただく状況となって
います。
　自動車の諸手続きをご予定の方
は、比較的余裕のある 3 月上旬頃ま
でに手続きをお願いします。
問東北運輸局 秋田運輸支局
☎ 050-5540-2012

　県内で国際交流や国際理解などの
多文化共生を推進する活動を行う民
間の団体を対象に、その事業経費の
一部を助成します。
募集期間：3 月 1 日水～ 31 日金／
事業の実施期間：4 月 1 日土～平成
30 年 3 月 31 日土／助成額：助成対
象経費総額のうち上限 8 万円
＊詳細はお問い合わせください。
問（公財）秋田県国際交流協会
☎ 018-893-5499

　花輪高校吹奏楽部のスプリングコ
ンサートを開催します。入場無料で、
未就学児も入場できます。文化の杜
交流館コモッセでチケットを配布し
ています。
日時：3 月 18 日土 18 時～（開場
17 時 30 分）／場所：文化の杜交流
館コモッセ 文化ホール
問花輪高校（阿部）☎ 23-2126

訓練期間：5 月 9 日火～ 10 月 30 日
月 9 時 20 分～ 15 時 40 分／訓練
科（定員）：金属加工技術科（15 人）、
住宅リフォームデザイン科（15 人）
／対象：ハローワークに求職申込を
した方で、新たな技術・技能を身に
つけて再就職を希望する方／受講
料：無料（テキスト代等自己負担）
／申込締切：3月24日金
問秋田職業能力開発促進センター 
訓練課 ☎ 018-873-3178

　深い雪の積もったブナ林をスノー
シューで散策し、冬のベコ谷地を目
指します。大沼を裏側から眺望でき
るポイントを訪ねます。
日時：3 月 11 日土 9 時 30 分～ 14
時／集合場所：八幡平スキー場レス
トハウス／定員：20 人／参加費：
1,000 円／持ち物等：冬山登山に適
した服装、携帯トイレ、常備薬、ス
ノーシュー、昼食（スノーシューレ
ンタル500円、長靴レンタル200円、
ウェアレンタル 2,500 円）／申込締
切：3 月 8 日水
問自然公園財団八幡平支部冬期事務
所 ☎ 25-8846

　雪山で遭難したときや雪崩にあっ
たときの生き延びる術を学びます。
昼食は雪上でのきりたんぽ鍋です。
中学生以上対象です。
日時：3 月 19 日日 9 時～ 15 時／
集合場所：八幡平スキー場レストハ
ウス／定員：20 人／参加費：4,000
円（昼食含む）／持ち物等：雪中作
業ができる服装、防水防寒手袋、常
備薬、携帯トイレ、スノーシュー（ス
ノーシューレンタル 500 円、長靴
レンタル 200 円、ウェアレンタル
2,500 円）／申込締切：3 月 9 日木
問自然公園財団八幡平支部冬期事務
所 ☎ 25-8846

＊申込方法や受験資格等、詳細につ
いては、人事院ホームページまたは
下記にお問い合わせください。
問人事院東北事務局第二課 試験係
☎ 022-221-2022
人事院 URL http://www.jinji.go.jp/
saiyo/saiyo.htm

＜自衛官候補生（男子・女子）＞
試験日：3 月 5 日日／場所：陸上自
衛隊秋田駐屯地／受験資格：採用予
定月の 1 日現在、18 歳以上 27 歳未
満／申込締切：3 月 3 日金
問自衛隊秋田地方協力本部 大館出
張所 ☎ 0186-42-1398

　明治時代に発足した、鹿角出身上
京者を支援する育英組織「鹿

ろくゆうかい

友会」
の機関誌「鹿友会誌」から、当時の
会員の動向を読み解きます。
日時：3 月 17 日金 14 時～ 16 時／
場所：十和田図書館 2 階講座室／
講師：高木 英子 氏
問十和田図書館 ☎ 35-3239

目指そう健康長寿
～健康と若さの秘訣は腸にあり～
　ヤクルトの出前健康講座により、
健康に関する話や腸の体操を行いま
す。申込が必要です。
日時：3 月 18 日土 14 時～ 15 時／
場所：十和田図書館 2 階講座室
問十和田図書館 ☎ 35-3239

　不登校の予防と対策に関する講演
会を開催します。託児が利用できま
す。
日時：3 月 8 日水 19 時～ 20 時 30
分／場所：花輪市民センター研修室
1・2（コモッセ内）／講師：菜

な ば な

花 
俊

さとし

氏（ＮＰＯ法人親心支援協会理
事長）定員：30 人（定員になり次
第締切）／参加費：無料／申込方法：
電話もしくはメールで下記まで
問（一社）鹿角青年会議所事務局 
☎ 22-2022
E-mail kazunojc@ink.or.jp

　電話による予約が必要です。
日時：3 月 15 日水 14 時～ 16 時／
場所：大館市北地区コミュニティ
センター（大館市有浦 1 － 8 － 15）
／内容：不動産・会社・法人の登記、
多重債務、成年後見等／予約専用電
話：☎ 018-824-0055 ／予約締切：3
月 10 日金 15 時／定員：8 件（定員
になり次第締切）
問秋田県司法書士会
☎ 018-824-0187

　木の良さ、木造住宅の魅力につい
て考えるきっかけづくりのセミナー
を開催します。
日時：3 月 4 日土 15 時～ 17 時／
場所：エスポワールかづの 1 階／参
加費：無料／申込：不要／主催：鹿
角の木で家をつくる会
問鹿角地域振興局 森づくり推進課 
☎ 23-2275

＊詳細はお問い合わせください。
第1次試験：6月11日日／試験会場：
秋田大学教育文化学部 3 号館（予定）
問秋田労働局総務課 人事係
☎ 018-862-6681

参加費：会員250円、その他500円（1
回）
問鹿角ウインプルスポーツクラブ事
務局 ☎ 23-5850

参加費：登録会員 200 円、非会員
300 円（年間登録料 500 円）
＊詳細はお問い合わせください。
問十和田スポーツクラブ 
☎ 37-2870

　美味しいスイーツを食べながら将
来について一緒に考えませんか。
日時：3 月 7 日火 10 時～ 12 時／
対象：主に高校生／参加費：無料／
講師：山崎 泰史 氏、上田 千夏 氏
問花輪図書館（コモッセ内）
☎ 23-4471

　「広報かづの」へのご感想やご意
見などありましたら、下記までお知
らせください。
問政策企画課 政策推進班
☎ 30-0205 FAX 30-1122 
E-mail seisaku@city.kazuno.lg.jp

●人口と世帯（1月末現在）人口 32,150 人（▲ 49）男性 15,190 人／女性 16,960 人　世帯数 13,136 世帯（▲ 4）

ＡＩＡ国際活動助成対象事業募集

としょカフェ 未来の自分に出会う時間

フィールドワーク雪上編

声をお寄せください

家づくりセミナー

防衛省・自衛官採用試験

ベコ谷地スノーシューハイキング

健康講座の開催

秋田県司法書士会 無料相談会

花輪高校吹奏楽部コンサート

親子で笑顔になるために

※所得税確定申告、市・県民税申告の期限は 3 月15日水です。

■出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：3 月1日水、8日水、15日水、
22日水、29日水／相談場所：市役所１・
２会議室／開設時間：9時 30分～12時、
13時～15 時30分（受付は15時まで）
問市民課 戸籍年金班 ☎30-0223

■無料総合相談（人権擁護委員・行政
相談委員）
相談日：3月14日火／相談場所：市役
所 相談室 ／受付時間：13 時 30 分～
16時
問市民共動課 共動推進班 ☎30-0202

■無料土地・家屋相談（土地家屋調査士）
相談日：3月21日火／相談場所：交流
センター ／受付時間：13 時 30 分～
15時 30分　＊前日までに予約が必要。
問鹿角市消費生活センター ☎30-0258

■無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：3 月 9 日木／相談場所：
交流センター／受付時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：緑川正樹 弁護士
②相談日：3 月 23 日木／相談場所：
交流センター／受付時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：川田繁幸 弁護士
＊どちらも前日までに予約が必要。
問鹿角市消費生活センター ☎30-0258

今月の相談日程

試験名 申込受付期間
（インターネット）

第 1次
試験日

総合職試験
（院卒・大卒）

3 月31日金 9 時
～ 4 月10日月 4 月30日日

一般職試験
（大卒）

4 月7日金 9 時
～ 4 月19日水 6 月18日日

一般職試験
（高卒）

6 月19日月 9 時
～ 6 月28日水 9 月3日日

受付期間／申込先

インターネット 3 月31日金～ 4 月12日水
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

郵送 ･持参 3 月31日金～ 4 月3日月
秋田労働局総務課人事係

教室 開催日 時間 場所

健康教室

2日木
 16日木
 23日木 10 時

30 分～

記念スポー
ツセンター

9日木 福祉保健セ
ンター

フィットネス
教室

2日木
9日木

 16日木
 23日木

19 時～ 記念スポー
ツセンター

元気アップ
教室

6日月
 27日月

10 時～

記念スポー
ツセンター

13日月 福祉保健セ
ンター

エクササイ
ズ教室

7日火
14日火
 21日火

19 時～ 記念スポー
ツセンター

教室 開催日 時間 場所

健康教室
（イス）

6日月
13日月
27日月

9 時
30 分～ 十和田市民

センター
健康ＵＰ
教室

毎週
木曜日

13 時
30 分～

にこにこ
健康教室

毎週
金曜日 10 時 大湯地区市

民センター

十和田スポーツクラブ

国家公務員（総合職・一般職）採用試験 労働基準監督官採用試験

自動車の諸手続きはお早めに

公共職業訓練受講生募集

郷土を語る会

ウインプルスポーツクラブ
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LEGAL 法の広場 KIDS&CHILD

COMMUNITY おらほの自治会

※誕生日（1歳～ 3 歳）の思い出に写真を掲載してみませんか。申し込みは政策企画課 （☎30－0205）まで。

kusu2

Park
くすくす・ぱーく

問 児童センター ☎ 23-7180 ／子ども未来センター（コモッセ内） ☎ 30-0855

　1 年間の感謝の気持ちを込めて…毎年恒例大感謝祭を開催します！おもしろ
いこと盛りだくさん！！ご家族やお友達と、ぜひ遊びに来てください♪

◦日時：3 月 5 日日 9 時 30 分～ 14 時 30 分／◦場所：児童センター／◦入
場券：200 円（おいしくて楽しい特典付き♪）※かえっこ、おもちゃ病院のみ
の利用は無料です。／◦対象：市民の皆さん

～共動の意識を広げる標語～　市民が創る わがまち鹿角の 輝く未来

　皆さんご存知、法テラス鹿角の寺井弁護士。その寺井家に
双子の赤ちゃんが誕生しました～！！ 2 才になるお兄ちゃ
んと合せて 3 人の子どものパパになり仕事に育児に日々奮
闘しています。
　そんな生活の中で感じた「男親の育休」や「子育て」につ
いてのお話をパパ目線で赤裸々に語っていただきます。たく
さんのパパたちの参加もお待ちしていま～す。

◦日時：3 月 19 日日 10 時～12 時／◦場所：花輪市民セン
ター 研修室（コモッセ内）／◦講師：寺井 研一郎 氏（法テ
ラス鹿角 弁護士）／◦参加費：100 円／◦定員：30 人（定
員になり次第締切）／◦対象：市内の子育て中の方、孫かて
中の方／◦持ち物：筆記用具 ※無料託児あり。要予約。

子ども未来センター　子育てくすくす学校
パパの子育て奮闘記

問 法テラス鹿角 ☎0503383－1416

問 市民共動課 共動推進班 ☎30－0202

所在地
花輪字下花輪 50 番地
福祉保健センター内（２Ｆ）
電話番号
0503383-1416
相談受付時間
9 時～ 17 時 30 分
※要予約

日
本
国
憲
法
を
学
ぼ
う

　

法
律
を
学
ぶ
と
い
う
の
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
法
律
が
規
定
さ
れ
た

理
由
や
歴
史
的
な
背
景
を
学
ぶ
こ
と

は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
９
条
は
戦
争
の
放
棄
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
憲
法
９
条
の
よ

う
な
規
定
が
定
め
ら
れ
た
の
か
、
一

度
詳
し
く
歴
史
や
経
緯
を
学
ん
で
み

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
悲
惨
な
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
日
本
国
憲

法
制
定
当
時
の
国
民
の
決
意
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
憲
法
15
条
は
、
成
年
者

に
よ
る
普
通
選
挙
を
保
障
し
て
い
ま

す
。
現
代
で
は
当
た
り
前
に
思
え
る

選
挙
権
も
、
一
部
の
男
性
に
し
か
認

め
ら
れ
て
い
な
い
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。
女
性
の
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た

の
は
太
平
洋
戦
争
後
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。
女
性
に
選
挙
権
が
な
か
っ
た

時
代
、
多
く
の
女
性
活
動
家
が
、
婦

人
参
政
権
の
実
現
を
目
指
し
て
運
動

を
起
こ
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
普
通

選
挙
権
は
こ
う
い
っ
た
活
動
が
実
を

結
ん
だ
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
選

挙
権
の
行
使
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

考
え
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
人
権
を
守
る
た
め
に
定

め
ら
れ
て
い
る
日
本
国
憲
法
を
ぜ
ひ

多
く
の
方
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
少
し
で
も
法
律
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
記
事
を
載
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
何
か
取

り
上
げ
て
欲
し
い
テ
ー
マ
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

尾崎 剛史 弁護士

法テラス鹿角

Takeshi Ozaki

　
市
内
全
１
８
８
自
治
会
を
対

象
に
、
自
治
会
役
員
（
自
治
会
長
、

副
会
長
、
会
計
、
監
査
）
の
男
女

別
人
数
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
自
治
会
長

　

自
治
会
長
は
１
８
８
人
で
、
男

性
１
８
６
人
、
女
性
２
人
で
し
た
。

○
副
会
長

　

副
会
長
は
２
３
９
人
で
、

１
６
４
自
治
会
が
副
会
長
を
置
い

て
お
り
、
男
性
２
３
０
人
、
女
性

９
人
で
、
副
会
長
が
女
性
の
み
と

い
う
自
治
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

○
会
計

　

会
計
は
１
９
７
人
で
、
１
７
８

自
治
会
が
会
計
を
置
い
て
お
り
、

男
性
１
７
１
人
、
女
性
26
人
と
、

女
性
の
割
合
は
他
の
３
つ
の
役
職

よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
監
査

　

監
査
は
３
２
２
人
で
、
１
６
３

自
治
会
が
監
査
を
置
い
て
お
り
、

男
性
２
９
０
人
、
女
性
32
人
で
し

た
。

　

全
体
で
み
る
と
、
自
治
会
の
役

員
は
９
割
以
上
が
男
性
で
、
女
性

の
自
治
会
役
員
は
１
割
に
満
た
な

い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
男
女
の
視
点
や

意
見
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
治
会
運
営
に
参
画
す
る
女
性
が

増
え
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
役
員
状
況
調
査
結
果

児童センター・児童クラブ　大感謝祭！

家で使わなくなったおも
ちゃを持ってこよう！

①

かえっこバンクに持って
いくと、カエルポイント
にかえてもらえるよ！

②

ポイントで会場のおも
ちゃとかえっこできる
よ！

③

ポイントをためてかえっ
こオークションにも参加
できるよ！

④

～かえっこの遊び方～

★かえっこ
　家で使わなくなったおもちゃを持ってきて、会場でほしい
おもちゃと交換できるよ！おもちゃがなくても大丈夫。ワー
クに参加するとカエルポイントがもらえるよ。「魚釣り」「暗
闇で勇気を出せ」「玉の試練」「どんじゃらパズル」「けん玉」
など…楽しいワークがもりだくさん！！
★ダンボールガチャ　1 回 50 円
　スタッフ手作りのガチャガチャ！！わくわく♪ドキドキ…
何が出るかお楽しみ (*^-^*)
★ child Restaurant もぐもぐ
　メニュー…うどん（入場券）、フランクフルト（入場券）、
わたがし（入場券）、たこ焼き（3個入り100円）、パン販売（か
づの白神悠遊工房）
★おもちゃ病院
　家に眠っている壊れたおもちゃを持ってくれば、ドクター
が無料で直してくれちゃう！　　　　　　　　　　　　　　
※このほかにも楽しいイベントを開催します。

＜内容＞

昨年の大感謝祭の様子 →

Cafe の日
　
　  日時：3 月 1日水、2 日木 9 時～12時
　 場所：子ども未来センター（1日水）
　 　　   児童センター（2 日木）
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Local food 鹿角産品をおいしく食べよう

book

春の気配を感じながら読書。
今月の新刊。

　円周率 3.14 がまだ使われていない江戸時代。円に魅
せられ、その謎を解明しようとした数学者が関孝和です。
関孝和を題材にした初めての児童書です。（花輪）

鳴海 風　著　伊野 孝行　画　（くもん出版）
円周率の謎を追う

あなたの眼鏡はここが間違っている
藤 裕美　著　（講談社）
　なんとなく…で眼鏡を選んでいませんか？眼鏡スタイ
リストが「自分に似合う眼鏡」の持つ力を紹介し、眼鏡
選びのコツを解説。（十和田）

誰も知らない世界のことわざ
エラ・フランシス・サンダース　著・イラスト　（創元社）
　美しい表現方法で、ユニークな「ことわざ」や慣用句
が 51 語集められています。独特な絵や文で紹介してお
り、その世界観に魅せられる本です。（花輪）

浜田 陽子　著　（主婦の友社）
　声のかけ方一つで、子どもはガラリと変わる。親
子が笑顔で一緒に楽しめる料理の仕方を、豊富なイ
ラストを使って紹介した一冊。（十和田）

子どもと一緒に楽しく料理をつくれる魔法の
声かけクッキング

問 産業活力課 観光交流班 
　 ☎ 30-0248

＜材料：21cm パウンド型 1 台分＞
・淡雪こまち米粉 ……… 120g
・ベーキングパウダー…小さじ１
・卵…………………………３個
・菜種油  …………………50cc
・無調整豆乳 …………… 50cc
・鹿角産枝豆（むいたもの）…80g 
・八幡平ポークウインナー……3 本
・塩 ……………………小さじ1/2
・黒こしょう……………………少々
・菜種油は鹿角産ジュエリードロップを使用。ひま
わり油でも可能。ない場合は一般の菜種油、もしく
はサラダ油で代用。
・オーブンは 180 度に温めておく。

＜作り方＞
① 米粉とベーキングパウダーを合わせよく混ぜる。
② ボウルに卵を割り入れ、菜種油、塩、黒こしょ
うを加え泡立て器でよく混ぜる。
③ 豆乳と枝豆の半量をミキサーにかけペースト状
にし、②に加える。
④ 残りの枝豆とウインナーを入れ合わせ、①を加
えさっくり混ぜる。
⑤ オーブンシートを敷いたパウンド型に流し、オー
ブンで 40 分焼く。

考案者からの一言
　地元産菜種油と米粉、鹿角食材を具材にした
食事ケーキです。卵、豆乳を地元のものにする
と鹿角産だけで作れてしまうのも鹿角が食材豊
かな証。淡雪こまちの米粉がふんわりもっちり
軽い口当たりに仕上げてくれます。

◦レシピで使用する鹿角産の食材は、お近くの直売所や
市内スーパーの直売コーナー等で購入できます。
◦今回紹介したレシピは市ホームページ、Facebook「鹿
角いいね！」にも掲載しています。

「鹿角づくしケーク・サレ」 
考案者：阿部 湖十恵さん（八幡平）

　“これぞ！我が家の「かづの料理」自慢コンテスト”優秀
賞受賞作品をご紹介します。美味しい鹿角の食材を組み合
わせた、気軽にお楽しみいただけるレシピです。ぜひ実践
してみてください。

問 市民共動課 環境生活班
    ☎30－0224

　家庭から出る不燃ごみは、月 1 回の定期収集、
または年 2 回（春・秋）の指定不用品収集のほか、
不燃物投棄場に直接搬入することもできます。
　不燃物投棄場をご利用になる際は、事前に許
可申請手続きが必要になります。

＜許可申請手続き＞
受付場所　市民共動課または各支所
受付時間　8 時 30 分～ 17 時 15 分 ※水曜日は
　　　　  19 時まで（市民共動課と花輪支所のみ）
必要書類　搬入する車両の車検証またはその写し

※投棄場の利用は 1 日 1 回、搬入車両は最大積
載量が 2 トンまでです。

＜鹿角市不燃物投棄場＞
場所　尾去沢字中沢 4 番地 31
受入時間　4 月～ 9 月は 9 時～ 17 時
　　　　  10 月～ 3 月は 9 時～ 16 時
開場日　木・金・土・日曜日、ただし臨時休業
　　　　日あり

＜投棄できるもの＞
　一般家庭から排出される不燃ごみに限ります。
例：ガラス・陶器くず、工具、ミシン、スノー
ダンプ、チャイルドシート、スキー板など

不燃物投棄場の利用

区分 手数料

最大積載量 0.5 トン以下または最大積
載量の定めのない車両（軽トラック、
普通乗用車など）

460 円

最大積載量 0.5 トンを超え 1 トン以下
の車両（1 トントラック、ライトバン
など）

920 円

最大積載量 1 トンを超え 2 トン以下の
車両（2 トントラックなど） 1,830 円

問 花輪図書館（コモッセ内） ☎23－4471／十和田図書館 ☎35－3239

1 水
2 木
3 金
4 土
5 日
6 月
7 火
8 水
9 木 無料弁護士相談 13時30分～・交流センター▶P22

10 金
11 土
12 日 鹿角市議会議員一般選挙 ▶P8

13 月
14 火 無料総合相談 13時30分～・市役所相談室▶P22

15 水
16 木
17 金
18 土
19 日
20 月 宮野平のオジナオバナ18 時～・宮野平地区

21 火
22 水
23 木
24 金
25 土
26 日
27 月
28 火
29 水
30 木 「湯都里」施設見学会 11時30分～▶P18

31 金

かづのシティプロモーション認定事業

伝統の紫根染・茜染彩る街
1 日水～ 20 日月 花輪大町・新町商店街
※ 1日水 13 時 30 分～オープニングセレモニー

▶ P13

無料弁護士相談 13時30分～・交流センター▶P22
小豆沢のオジナオバナ19 時～・小豆沢地区
谷内のオジナオバナ19 時～・谷内地区

無料土地・家屋相談 13時30分～・交流センター▶P22
骨密度測定会＆ナトカリ比測定会  14 時～・福祉保健
センター ▶ P17
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広告掲載のお問い合わせ 政策企画課 ☎30－0205
◉広報かづの今月号の印刷経費は１部33円です
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